第１回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成２９年４月１７日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後４時～５時１５分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　河原町総合支所　第6会議室
〔出席委員〕

竹田賢一委員、小谷加代子委員、前田達男委員、楮原典子委員、倉信敬委員、
坂本悦子委員、河毛寛委員、西尾純委員、奥谷仁美委員、荻原元春委員、
坂本綾子委員　以上１１名

〔欠席委員〕

中村佳紀委員
〔事務局〕

野際支所長、九鬼副支所長、寸村水道局南地域水道事務所長、西山市民福祉課長、前田産業建設課長、平尾地域振興課課長補佐

〔傍聴者〕

　なし

会議次第

１　開　会
２　支所長あいさつ
３　自己紹介

４　会長・副会長の互選

５　会長・副会長あいさつ

６　報告事項
（１）平成２９年度総合支所の体制について【資料1】
（２）平成２９年度総合支所当初予算について【資料2】

（３）平成２９年度地域振興会議開催スケジュールについて【資料3】
（４）中山間地域買い物福祉サービスの見守り活動について【資料4】
７　その他
８　閉　　会

議事概要
１　開　会　
２　支所長あいさつ
３　自己紹介

４　会長・副会長の互選

　（事務局）会長に前地域振興会議会長の竹田さん、副会長についてはまちづくり協議会からということで前地域振興会議副会長の小谷さんにお願いしたいと考えています。

異議なし

５　会長・副会長あいさつ
６　報告事項

（1） 平成２９年度総合支所の体制について
　　　（野際支所長　資料１により説明）

特に意見なし
（2） 平成２９年度総合支所当初予算について
（各課長　資料２により説明）

（委員）三滝の指定管理はどうなったか。まだ変わりはないか。
（事務局）まだ変わりはありません。北村集落のほうにも投げかけていただいてい

るが、実際のところは進展していません。

（委員）西郷むらづくり協議会の中で協議している。できる方向で考えたいと思っ
ているが、どんな形でできるのか実際に現地に行って歩いてみることにしている。

９月議会までには意思表示しなければいけないとのことなので、６月頃ごろまで
には結論を出したい。河原町の財産でも有り何とかできるようにしたい。
 (委員)総合的には橋も直して６千万ぐらいかかると聞いているが。
(事務局)吊橋は特に問題ないようですが、そこに至るルートに落石があったり、橋以外の散策ルートのガードレールとかが壊れています。再度地元の方を中心に盛り上げていただき、観光客を呼びもどしていただいてという形になれば、支所としても予算要求していきます。
（委員）以前の話では、橋に上がるまでの歩道は、本来は自然のままであったが、多くの人に来ていただくために整備したと聞いている。今回の大地震で壊れたが、 歩道についてはそのままにして、橋などを直したらどうだという意見があった。
（委員）管理棟のあたりは整備し、遊歩道は通行禁止にして、川のふちをトレッ
キングみたいな感じでできないか。三滝も赤い橋を下から見上げたほうがすごい迫力があると思う。いろんな事故があったりしたわけだから下から見上げるというかたちにできないかという意見がむらづくり協議会の中では大勢を占めている。
（委員）いろいろと検討をしていただきたい。次に釜口の地籍調査は何年ぐらい
かかるか。
（事務局）まだ２、３年はかかると思います。国英では１０年ぐらいかかったよ
うです。
（委員）河原町全部となると５０年ぐらいか。できるだけ早くお願いしたい。
（委員）次にいのししの防止柵などはいつ頃申し込めばいいのか。個人でもでき
るのか、集団でしないといけないか。
（事務局）柵については、２/３の補助という事業がありますが、２名以上という
条件があります。申請は、基本的には秋ぐらいまでにと考えています。
（委員）山陰ジオパーク事業費について、霊石山から海岸を見るのはいいが霊石
山自体をジオパークの中に入れてどう発展させていくのか、どういう基本的な
考え方があるのか。

（事務局）霊石山は、見どころがたくさんあります。山頂がフライトエリアで見
晴らしがいいというところが上手に活かせないか、霊石山だけでなく他にもジオパークエリアに加えるべきではないかという意見も一部にありますが、最終的には地元の方のかかわりも上手に取り入れながら計画していきたいと考えています。

（委員）霊石山のトイレはどうなっているか。
（事務局）汲み取り式の仮設が１基あります。徳吉部落の所有になっている土地で、地元の方にも協力をいただきながら検討をしています。
（3） 平成２９年度地域振興会議開催スケジュールについて
　　　（九鬼副支所長　資料３により説明）

特に意見なし
（4） 中山間地域買い物福祉サービスの見守り活動について
　　　（九鬼副支所長　資料４により説明）

（委員）市からの補助金とかがあるか。

（事務局）事業者であるＪＡに対して、登録人数に応じて一人いくらという形であります。
（委員）名簿はどこが管理するか。
(事務局)市も管理しますし、ＪＡも管理します。
（委員）一番怖いのは個人情報が外部に漏れるということ。セキュリティだけは市もＪＡもしっかりしてほしい。

（事務局）そこはしっかりとさせていただきます。

（委員）移動販売車は、申し込みをした人しか利用できないのか。

（事務局）だれでも利用できます。申し込みをされた方の見守りをするというこ

とです。
７　その他
（委員）今日の合同会議の資料に地域課題を地域ぐるみで解決していくということも地域振興会議の大きな目的だとあったが、市からおりてくる議題ばかりでなく、それぞれのまち協からの相談やアピールができる時間を取っていただけるような会になると地域振興につながると思う。
（会長）皆さんは、それぞれのまちづくり、自治会いろんな立場で出ておられるからそれぞれの意見はあると思う。それはその場で言ってもらってもいいし、事前に支所にこういう案を出したいからお願いしたいということでも良い。この会はいろんなことを出してもらって、考えて、前向きに進むように審議するところ。ここでできないことは市長にお願いすることとなる。

（事務局）会議の案内通知を送る際に地域からの報告や案件を記入する用紙を同封し、会議の前までに資料なども含めて提出していただくという方法はどうでしょうか。

（会長）市のほうで調べておくことがあれば調べておいて報告してもらうということも１つだと思う。
（委員）２２日の工芸の郷開きは、地域振興会議とのかかわりはどうなるか。
（委員）ここでも会長や担当の文化部長が報告をさせてもらったこともあるし、明日、担当の文化部会があるので提案をしてみる。

（委員）イベントをしようと思えば地域で盛り上げていくということも大事だと思うので、地元にも配慮してもらえたほうが盛り上がりはあるのではないか。
今日でもチラシがあればいいと思う。
（事務局）次回地域振興会議を５月２３日（火）午後１時３０分にお願いしたいと考えています。
決定
８　閉会
－1－

